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植物乾留抽出液がネコの糞臭に及ぼす影響

神勝紀・河西多恵・富田くるみ・望月真人

　　　　信州大学農学部食料生産科学科

要　　　約

　植物乾留抽出液（以下，DDH）がネコの糞臭低減に及ぼす影響を調査した。　DDHは1日1個体当たり100

μ1になるように，乾燥キャットフードに染み込ませて13日間にわたって成メスネコ4頭に投与した。糞サン

プルは排泄直後（／分以内）のものとし，DDHの投与前，投与開始後3，7および13日目，さらに投与停止

後3，8，15および40日目に回収した。分析は，糞のにおい強度，および華中のアンモニアと揮発性脂肪酸

（VFA）の含量について行った。　DDHの投与によって，糞のにおい強度は増加，昼中の腐敗・悪臭成分で

あるアンモニアの含量は減少する傾向があったが，いずれも有意ではなかった。VFAとして，酢酸，プロピ

オン酸，イソ酪酸，酪酸，イソ吉草酸，吉草酸が糞から検出された。量的には酢酸が最も多く，イソ吉草酸

が少なく，イソ酪酸はきわめて微量であった。測定したVFAのうち，　DDHの投与によって有意な変化を示

したのは酢酸とプロピオソ酸であり，両者とも投与中に増加し，中止後15日目まで高い値を維持した。これ

はDDHの投与によって腸内発酵が促進されたことを示唆している。以上から，　DDHはネコの悪臭低減には

効果的でないが，腸内細菌叢を改善する可能性があることが示された。
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目 的‘

　ペット，特にネコのように排泄物のにおいが強い

ペットを室内飼育するとき，消臭スプレーや消臭効

果のある敷料（いわゆるネコ砂など）を用いて悪臭

対策を行うことが多いが，これらは排泄物のにおい

自体を減少させるものではない。動物の糞臭自体を

低減させる試みとしては，金属塩，オリゴ糖および

植物抽出成分の飼料添加が行われている。金属塩の

なかで，クエン酸第二銅と硫酸銅はブタの糞臭2），

酢酸亜鉛はイヌの糞からの硫化水素産生4）に対して

抑制的に作用することが報告されている。オリゴ糖

は腸内細菌叢の改善に寄与することでよく知られて

おり，イヌ11）やネコ12）の糞に含まれるアンモニアや

ラェノール類などの悪臭成分を低減させている。植

物抽出成分のなかで，ユッカ抽出物はイヌの糞から

の硫化水素産生量4）とネコ糞の悪臭成分8・9），緑茶抽

出物（茶カテキソおよび茶ポリフェノール）はヒ

ト‘），ブタ6）およびこワトリ13）の糞の悪臭成分を低減

させることが報告されている。しかしながら，著者

らが以前に茶カテキンをネコに投与した実験では，

糞臭は顕著な減少を示さなかった7）。これら以外の

植物抽出成分として木材乾留抽出液である木酢液，

またこれに類似するものとして竹や草などの乾留抽

出液がある。木酢液をニワトリ’0）やブタ14）に投与し

た試験では，産卵や産肉成績を低下させずに糞から

のアンモニア産生量を減少させることが報告されて

いる。そこで，本実験では植物乾留抽出液（以下，

DDH）をネコに投与して糞臭および糞の悪臭成分．

が減少するかどうかを調査した。
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材料および方法

　本研究は信州大学農学部動物実験管理委員会で承

認された実験計画に基づいて実施された。

1。供試動物，飼料およびDDH

　雑種成メスネコ4頭（体重約2．6から4．3kg）を用

い，これらには飼料（市販ドライキャットフード）

と水を毎朝9時に給与した。DDHは食品として市

販されているもの（タリンキイ，㈲永幸産業）を使

用した。これはクロマツ，クマザサ，ヨモギなどの

乾留抽出液であり，病院や老人ホーム等でヒトの糞

便臭を低減するために使用されている。本実験では

これを水で300倍に希釈した液301nlをキャットフー

ドに染み込ませて投与した。ネコの糞中の悪臭成分

に及ぼすオリゴ糖の影響を調査した実験12）では，1

週間の投与期間でオリゴ糖の効果が認められたため，
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本実験ではDDHの投与期間を13日間に設定した。

飼料は食べ残さないように給与したので，ネコ1頭

あたりのDDHの摂取量は100μ1であり，この量は

単位体重あたりに換算するとヒトに対する1日の推

奨投与量よりも数倍（約3　7倍）多かった。

2。糞の園収

　糞の回収はDDHの投与3日前（対照），投与開

始後3，7，13日目，投与停止後3，8，15，40日

目に行った。糞は排泄直後（1分以内）に回収し，

ポリ袋に入れて分析に用いるまで冷凍庫中で一40DC

で保存した。

3。におい強度測定

　冷凍庫から取り出した糞はポリ袋のまま微温湯中

で解凍し，糞が均一になるようにポリ袋の上から軽

く混ぜ，このうち1．5gを濾紙に均一に塗りつけて

洗早出に入れた。冷気瓶の排気側の管にはにおいモ

ニター（OMX－GR，神栄株式会社）を接続し，こ

のモニター内蔵のポンプで瓶内の空気を吸引してに

おい強度を測定した。このとき洗気瓶の吸気側の管

には室内空気のにおいを除くために活性炭フィル

ターを接続した。におい強度は州内の空気を吸引す

るとき若干変動するので，最も高い値を示した時の

値を採用した。なお，本実験で用いた「においモニ

ター」のにおい強度とは，清浄空気中におけるガス

センサの抵抗値と空気中のガスを検知した時の抵抗

値の比率を，2つの異なる特性をもつガスセンサそ

れぞれについて測定し，それぞれの感度から演算し

たものであり，測定単位は示されない。

4。アンモニアと揮発性脂肪酸（以下，VFA）の

　潰掟

　野中のアンモニアは以下の方法で測定した。すな

わち，解凍した糞1gに蒸留水2gを加えてホモジ

ナイズしたものに，10％タングステン酸と1N硫酸

を加えて除タンパクし，これの遠心上清中のアンモ

ニアを微量拡散法で回収してインドフェノール法に

よって発色させて吸光度を測定した。糞中のVFA

はFlickillgerらの方法3）に準じて測定した。すなわ

ち，解凍した糞1gを試験管に計りとり5％リン酸

溶液1gを加えてホモジナイズした後，遠心分離し，

得られた上清をメンブレンフィルターで濾過して，

GLC（ガラスカラム3m111×2m，　FFAP20％gasu－

kuropack　54，カラム温度210℃）で分析した。

5。統計処理

　統計処理はpaired　t－testによって行った。

1。におい強度

結果および考察

　DDH投与前の糞のにおい強度は138であった。．

この値は以前同じ飼料で飼育した幼ネコ（体重

1．0－1．1kg）の値（146）とほぼ同じであり，ドラ

イキャットフードとネコ用缶詰で飼育した幼ネコの

値（467）より低かった7）。このことから，ネコの：糞

のにおい強度は飼料によって影響されるが，年齢に

よる影響はないように思われた。におい強度は

DDHの投与開始3日目に上昇し，その後もやや高

く維持され，投与停止後40日目に低くなる傾向を示

した（表）。この変化は統計的に有意ではなかった

が，消臭効果が期待される物質を投与したにもかか

わらず，糞のにおい強度がむしろ強くなる傾向が

あったことは意外であった。木酢液を鶏に経口投与

した実験では，糞から揮発したアンモニアや低級脂

肪酸の空気中濃度には木酢液の効果は認められな

かったが，官能試験（三点比較聖子法）では抑臭効

果が確認されている1）。このように，悪臭成分の空

気中濃度と人の感覚量とは必ずしも一致しないとこ

ろがあるので，DDHがネコの糞臭を抑制し得るか

どうかについては，官能試験によって再検討する必

要があろう。

2。平中アンモニア含量

　DDHを投与する前の糞中アンモニア含量は756

μg／g糞湿重量であり（表），この値は過去に同じ

飼料で飼育した幼雌ネコ（体重LO－1ユkg）の値

（371μg／g糞湿重量）の約2倍であり，ドライ

キャットフードとネコ用缶詰で飼育した幼ネコの値

（547μg／g野州重量）よりも高かった7）。本実験で

下中アンモニア含量が高かった理由については不明

であるが，Teradaら12）の報告では成ネコの糞のア

ンモニア含量は339μg／g糞湿重量と本実験で得ら

れた値よりもはるかに低かったことから，年齢の相

違によるものではないと思われる。また，アンモニ

アは代表的な糞中の悪臭成分であるが，DDH投与

前において糞中アンモニア含：量は過去の報告7）の値

より約2倍高かったにもかかわらず，におい強度は

前述のように過去の報告7）の値とほぼ同じであった。

したがって，この程度の四一アンモニア含量の増加

ではにおい強度は増加しないと考えられた。

　早牛アンモニア含量は，有意ではなかったが

DDHの投与開始後3日目に減少する傾向があり，

その後徐々に増加して投与前の値に戻った。目立っ

た反応として，投与中止後8日目に著しく高い値に



植物乾留抽出液がネコの糞臭に及ぼす影響 9

表　植物乾留抽出液の投与前，投与中，投与停止後におけるネコの糞のにおい強度および月中のアンモニア

　とVFAの含量

投与開始後 投与停止後

投与前 3日目 7日目 13日目 3日目 8E旧 15日目 40日目

におい強度　　　　　138±31　　222±29

アンモニア（μg／g糞1）　756±114　　474±60

177±16　　　　209±　 13　　　　175±27　　　　　203±21　　　　245±二　26　　　　113±23

534±48　　　　684±132　　　　690±78　　　1，080＝ヒ168　　　786±126　　　　714±84

VFA（μmol／g糞）

酢酸

プロピオソ酸

イソ酪酸

酪酸

イソ吉草酸

吉草酸

65．6±ll．5　　83．2＝ヒ7．1　　　99．5＝ヒ7．2＊

13．1土　4，3　　31．0±3．7＊　　42．2±3．9＊

9．8±　1．2　　　　一　　　　　　　
一

48、0±　8．3　　50．5±2．9　　　48．4±5，8

10．6±　1．7　　8．0±0．7　　　7．9±0，2

32．3±　9．4　　36，3±3．6　　　34，2±4．5

94．2±7．0

39．8±3．6＊

48．7±7，4

7．5±0．6

34，8±7．0

85．3±16，3

31．0±10．0

42，0＝ヒ　6．1

8，9±1．5

27．3±　 3．0

94，7±11．1　109．4±11．9＊

29．8±　7．2　43．6±　4．9＊

43．6±　 5．8　　47．3＝ヒ　3．9

8．1＝ヒ　0，7　　8，4＝ヒ　0．9

29．2±　3．9　　36．7ゴ＝　4．4

74．8±5．4

21．2±3．5

34，5±1．8

8，9±1，6

23．3±5．1

値は4個体の平均値±標準誤差

糞の重量は湿重量

＊投与前の値に対して有意差あり（P＜0．05）

なったが，これの理由については明らかでない。こ

のようにDDHは糞中アンモニア含量に対して著し

い抑制効果を示さなかったが，木酢液をニワトザ。）

とブタ14）に経口投与した実験では，生産性を落とす

ことなく糞からのアンモニア産生を抑制したことが

報告されている。動物種が違うのでこれらの結果を

直接的に比較することはできないが，糞中アンモニ

ア含量の低下には木酢液の方が有効であるかもしれ

ない。

3。糞中VFA含量

　元中のVFAとして酢酸，プロピオン酸，イソ酪

酸，酪酸，イソ吉草酸，吉草酸が検出された。量的

には酢酸が最も多く，次いで酪酸，プロピオソ酸お

よび吉草酸が多く，イソ吉草酸とイソ酪酸の含量は

少なかった（表）。イソ酪酸は特に少なく，投与前

の糞から検出されただけで，その後は検出されな

かった。測定したVFAのうち，　DDHの投与に

よって統計的に有意な変化を示したのは酢酸とプロ

ピオソ酸であり，両者とも投与中に増加し，投与停

止後15日目まで高い値を維持した。このことから

DDHがこれらVFAに及ぼす影響は投与を中止し

ても2週間は残っていると考えられた。ブタに茶ポ

リフェノールを投与した実験では，投与開始後2週

間でVFAの増加と悪臭成分の減少が観察され，こ

れは腸内細菌叢の改善によって発酵の促進と腐敗の

抑制が生じたためと考察されている6）。したがって，

本実験で認められた酢酸とプロピオン酸の増加も腸

内細菌叢の改善による腸内発酵の促進を示唆するも

のと思われる。ネコにおいても腸内細菌叢の改善は

糞の悪臭成分減少につながる12）ことが示されている

ことから，DDHの投与量をさらに増加するか，あ

るいは投与期間を延長すると糞臭が低減することが

期待される。

　以上要約すると，DDHを2週間にわたってヒト

に対する推奨投与量よりも数倍多くネコに投与した

とき，糞臭低減には有効でないが腸内細菌叢の改善

に役立つことが示唆された。
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Summary

　　　The　present　study　was　performed　to　evaluate　the　ef〔ect　of　a　dry　distillate　ofherbs（DDH）on　the　fecal

odor　and　odorous　compounds　of　cats．　Adult　female　cats　received　100μ1／day　of　DDH　with　dry　cat　food　for

13days．　Fresh　feces　were　collected　8　tilnes（before　and　on　days　3，7and　130f　DDH　administration，　and

on　days　3，8，15　and　40　after　administration　was　stopped）．　Fecal　odor　intensity　and　ammonia　and　volatile

fatty　acids　in　feces　were　measured．　Fecal　odor　intensity　tended　to　increase　and　ammonia　decrease　as　a

result　of　DDH　adrninistration，　although　there　were　no　signi丘cant　differences．　Volatile　fatty　acids，　such．　as，

acetic，　propionic，　isrbutyric，　butyric，　iso－valeric，　valeric　acids　were　detected　in　the　feces．　Thelconcentra－

tion　of　acetic　acid　was　greatest，　and　those　of　iso－valeric　and　iso－butyric　acids　were　small　and　negligible，

respectively．　The　collcentrations　of　acetic　and　propionic　acids　increased　as　a　result　of　DDH　admillistra－

tion，　and　the　levels　were　kept　high　until　day　15　after　the　administration　was　stopped，　suggestillg　that　DDH

facilitates　microbial　fermelltation　i1覚he　gut．　In　conclusion，　DDH　administratioll　has　little　effect　on　odor

illtellsity，　but　seems　to　irnprove　the　intestina用ora　ill　cats．
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